





















































座から「池袋」を考えることになった。2016 年度からは環境教育／ ESD 研究者の阿
部治氏（立教大学社会学部教授、同 ESD 研究所所長）が座長の任に就いた。
2014 年度から 3 年間の予定ではじまった「池袋学」は、ありがたいことに関係者













カリキュラムに組み込みたい、という思いのほかに 2 点。一つは、2017 年度で「池袋学」
が一区切りと決まっていたこと。もう一つは、翌年に立教大学の池袋キャンパス移転








街地化が進行し、それと歩調を合わせるように、1922 年（大正 11）には 400 名に満
たなかった立教大学の学生が、1931 年（昭和 6）には 1300 名に増加したという。当



















































































































S y l l a b u s
